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1. 背景・目的 

本研究の目的は、室温において電界印加による磁気特性制御が可能な超低消費電力の新機能性デ

バイスの作製である。そのための系として、共に反強磁性体である CaFeO3(CFO)および

LaFeO3(LFO)を用いた[CFO/LFO]人工超格子に着目している。この超格子に外部から電界印加をし、

界面間で電子の移動を誘起させる。この時、界面近傍において強磁性的超交換相互作用が誘起さ

れ、電界印加での磁気特性の制御が可能であると考えている。本発表では、[CFO/LFO]人工超格

子の強磁性特性の発生起源が界面であるか調べた結果を示す。そのために、堆積ユニット数 n お

よび積層サイクル数 m を変化させた[(CFO)n/(LFO)n]m([n/n]m と略記する)人工超格子を作製し、磁

気的、電気的特性を測定した。試料は①膜厚一定(約 75 nm)で界面数を変化させたもの、②界面数

27( = 2m-1) を固定にしたまま膜厚(32～75 nm)を変化させたものである。 

 

2. 結果・考察 

人工超格子の飽和磁化Msの値をFig.1に示す。

n = 5, 7の超格子のMsの値は界面数に比例して

増加していることを確認した。しかし n = 3の超

格子については界面数の増加にも関わらず Ms

の値は減少し、n = 5, 7とは全く異なる結果とな

った。これは、界面において原子のマイグレー

ションが起き、界面も含め各層の磁気的な結合

がn = 5, 7とは異なっているためだと推測してい

る。 [3/3]m以外では、膜厚が異なっても、界面

数に依存して飽和磁気モーメントが上昇してい

ることから、超格子の強磁性の原因として界面

がその１つであると考えている。 

 

Fig.1 作製した超格子の飽和磁気モーメントのまとめ
を示す。n = 7 および n = 5の超格子の Ms の値は界面
数に比例して増加していることを確認した。しかし n = 

3 の超格子については界面数の増加しているにも関わ
らず Msの値は減少し、n = 7、5とは全く異なる秩序
を示した。 
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